
138,075 千円

322 千円

6,246 千円

収益的収入 1,831 千円

収益的支出 △ 1,337 千円

資本的収入 △ 2,094 千円

資本的支出 △ 93 千円

収益的収入 250 千円

収益的支出 △ 11,359 千円

資本的支出 △ 1,749 千円

9,075 健康づくり課

△ 7,634 健康づくり課

△ 337 健康づくり課

1,463 福祉課

6,246 高齢者福祉課

△ 24,467 高齢者福祉課

185 福祉課

○在宅福祉サービス事業

　申請件数の増により軽度・中等度難聴児補聴器購入費補助金を増額しま
す。

○高齢者在宅福祉事業

　国の見解を受け、本年度まで在宅福祉介護者慰労金が介護保険特別会計
の地域支援事業の対象となることから、再度、介護保険特別会計へ予算組替
します。

○介護保険事業

　嘱託職員等の経費の精査や、在宅福祉介護者慰労金を介護保険特別会計
に予算組替することから一般会計負担分として繰出金を増額します。

○臨時福祉給付金給付事業

　前年度の臨時福祉給付金給付事業費補助金の確定により返還金を計上し
ます。

○後期高齢者医療事業

　前年度の療養給付費負担金の確定に伴う精算により負担金を減額します。

○地域医療対策事業

　須高行政事務組合の繰越金確定に伴い、診療所費負担金を減額します。

○健康診査事業

　来年度から、健診の機会のない20歳～39歳の方を対象とした健康診査を実
施するため、必要なシステム改修を行います。
　内視鏡による胃がん検診受診者の増や後期高齢者人間ドック受診者の増に
より経費を増額します。

担当課

　※「主な内容」欄には全ての補正内容を記載していない場合がありますので、「補正額」欄の金額とは一致しない場合があります。

　※一般会計分は、第五次総合計画の基本目標別に掲載しています。

　※事業の詳細は、各担当課へお問い合わせください。

１　一般会計

１　みんなが助け合い、健康に暮らせるまちづくり　（健康・福祉）

主　　な　　内　　容 補正額

●介護保険特別会計（補正予算第2号）

●水道事業会計（補正予算第1号）

●下水道事業会計（補正予算第1号）

◎　補正予算の主な内容　（☆は新規事業、補正額の単位は千円、減額は△で表示）

平成30年12月市議会定例会で成立した補正予算の概要

　各会計の補正予算の額は、

●一般会計（補正予算第4号）

●国民健康保険特別会計（補正予算第2号）
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△ 2,971 福祉課

△ 1,750 福祉課

4,400 道路河川課

665 福祉課

807 福祉課

60,707 福祉課

32 学校教育課

△ 3,455 学校教育課

△ 13,138 学校教育課

1,876 学校教育課

△ 390 学校教育課

2,768 子ども課

3,897 子ども課

○私立保育所運営助成事業

　私立保育園等の保育士数により、保育士配置基準緩和補助金を減額しま
す。
　国の病児保育事業交付金を活用して、やすらぎ病児保育園（仮称）の開設
を支援します。
　国の保育対策総合支援事業補助金の内示により保育所等の事故防止対策
強化を図ります。
　前年度の子ども・子育て支援交付金と保育所等整備交付金の確定により、
返還金を計上します。

○一般管理事務費【児童福祉総務費】

　第２期子ども・子育て支援事業計画（2020年度－2024年度）を策定するた
め、子育て施策立案に必要なニーズ調査を行います。

○学校給食センター施設整備事業

　ＰＦＩモニタリング業務を事業費確定により減額します。

○学校給食センター管理事業

　燃料費が不足するため増額します。

○中学校施設整備事業

　中学校２校（常盤・相森）のトイレ改修工事を事業費確定により減額します。
　中学校１校（東）の備品購入費（放送設備）を事業費確定により減額します。

○小学校施設整備事業

　小学校３校（日滝・旭ヶ丘・仁礼）の備品購入費（放送設備）を事業費確定に
より減額します。

○就学援助事業

　対象児童の増により峰の原高原児童生徒通学費負担金を増額します。

　前年度の生活保護費負担金等の確定により返還金を計上します。

２　子どもたちが未来に夢をもてるまちづくり　（子育て・教育）

主　　な　　内　　容 補正額 担当課

　事業進捗により事業費を組替え緑町東高校正門線の年度内完成を目指しま
す。

○生活困窮者自立支援事業

　前年度の生活困窮者自立相談支援事業費負担金等の確定により返還金を
計上します。

○一般管理事務費【生活保護総務費】

　前年度の被保護者就労支援事業費負担金等の確定により返還金を計上し
ます。

○生活保護費

　今後の見込みにより自立訓練支援費等の支援費を精査します。

○歩道段差解消事業

補正額 担当課

○地域生活支援事業

　利用者の増により重度心身障害児(者)入浴サービス事業委託料を増額しま
す。
　今後の見込みにより移動支援費を減額します。

○支援費サービス事業

主　　な　　内　　容
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2,000 子ども課

24,479 子ども課

△ 1,376 子ども課

598 学校教育課

10,000 福祉課

△ 1,740 子ども課

1,155 子ども課

15,400 子ども課

△ 1,881 生活環境課

△ 2,171 生活環境課

△ 1,920 消防本部

△ 1,810 消防本部

1,800 道路河川課

108 中央公民館

担当課

○公民館管理事業

　日野地域公民館の冷蔵庫が故障したため新たに購入します。

４　多様な文化を学び育て、交流する創造的なまちづくり　（生涯学習・文化振興・スポーツなど）

主　　な　　内　　容 補正額

○交通安全施設整備事業

　通学路で車道外側線が消えている豊洲小学校周辺等の危険な箇所を緊急
的に修繕します。

○消防団機械力整備事業

　備品購入費（積載車・消防ポンプ）の事業費確定により減額します。

○消防施設管理事業

　防火水槽解体工事の事業費確定により減額します。
　消火栓設置維持管理負担金の事業費確定により精査します。

○し尿処理施設運営事業

　須高行政事務組合の繰越金確定に伴い、清掃費負担金を減額します。

○火葬場施設運営事業

　須高行政事務組合の繰越金確定に伴い、火葬場費負担金を減額します。

主　　な　　内　　容 補正額

　対象児童の減により特別支援保育対策事業補助金を減額します。

○幼稚園就園援助事業

　国による幼児教育無償化の段階的推進等により幼稚園就園奨励費補助金
を増額します。

○施設型給付等事業

　対象児童の増や保育士処遇改善加算等の給付単価の改訂により、施設型
給付費負担金を増額します。

３　豊かな自然あふれる地域環境を守り、安心して安全に暮らせるまちづくり　（環境・安心安全）

担当課

　当市御出身の村石久二様からの寄附金を活用し、今後の村石母子、父子家
庭特別奨学金給付金とするため基金に積み立てます。

○幼稚園助成事業

　登録児童の増により臨時職員の経費を増額します。
　放課後児童健全育成事業交付金の内示により児童クラブ事業委託料を減
額します。

○母子・父子家庭支援事業

　入所児童の増により保育士が増員となったため、嘱託職員と臨時職員の経
費を増額します。

○特別保育事業

　国の病児保育事業交付金の内示や、やすらぎ病児保育園（仮称）の開設見
込みにより病児等保育事業負担金を減額します。

○児童クラブ運営事業

○通常保育事業

補正額 担当課

○保育所運営委託事業

　私立保育所等への入所児童の増により保育所運営費負担金を増額します。

主　　な　　内　　容
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158 生涯学習スポーツ課

99 生涯学習スポーツ課

△ 844 生涯学習スポーツ課

△ 6,836 農林課

378 農林課

5,170 道路河川課

102 農林課

2,409 産業連携開発課

△ 206 まちづくり課

500 生活環境課

1,498 道路河川課

△ 4,400 道路河川課

5,000 まちづくり課

☆住宅・建築物耐震改修事業

　倒壊の危険性のあるブロック塀等の改修（６月19日以降の改修も対象）を支
援することで安全対策を推進します。

○道路改良事業（防災・安全）

　事業進捗により本郷松川線の委託料等を減額し、米持東中学校線と緑町東
高校正門線の事業推進を図ります。

○道路橋梁管理事業

　市道の未登記解消のため、測量登記委託料を増額します。

○小規模水道施設整備事業

　峰の原高原地区の小規模水道施設等設計業務委託の監理を水道局へ発
注するため、負担金を計上します。

○花と緑のまちづくり事業

　オープンガーデンマップの携帯性向上を図るためＡ４サイズからＡ５サイズと
します。

担当課

６　みんなが快適に生活できるまちづくり　（都市基盤整備）

主　　な　　内　　容 補正額

○産業連携事業

　更なる販路拡大に向け取組むとともに、常温保存可能な商品の研究開発に
向けて樹園地貸付事業補助金を減額し信州須坂フルーツエール推進協議会
負担金に予算組替します。

○間伐対策事業

　国の森林整備地域活動支援交付金制度の改正により、市が行う経営管理権
集積計画に係る森林所有者の意向調査等の事前準備を実施するための活動
に支援がされることとなったことから予算組替します。

○農道・水路補修事業

　農村地域防災減災事業補助金を活用し、ため池ハザードマップを作成して
被害想定区域の防災啓発を図ります。

○農業経営基盤強化対策事業

　農地中間管理機構への農地集積に協力する農地所有者の増により集積協
力金を増額します。

○農業後継者対策事業

　申請者数の確定により農業次世代人材投資資金交付金を減額します。
　予定した面積よりも希望面積が少なくなる見込みのため樹園地貸付事業補
助金を減額し信州須坂フルーツエール推進協議会負担金へ予算組替しま
す。

主　　な　　内　　容 補正額

○生涯スポーツ事業

　キッズスポーツ教室の参加者の増により委託料を増額します。
　須高行政事務組合の繰越金確定に伴い、教育費負担金を減額します。

５　みんなの活力があふれるまちづくり　（産業振興）

担当課

○文化財保存活用事業

　旧小田切家住宅が県宝に指定されたことから看板を設置します。

補正額 担当課

○図書館管理運営事業

　西館（旧職業訓練校）を広く活用するため消防設備を増設します。

主　　な　　内　　容
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384 中央公民館

760 総務課

△ 401 政策推進課

23,775 財政課

10,755 財政課

△ 2,905 税務課

18,418 総務課等

○職員人件費

　人事異動に伴い人件費を精査します。
　定年前職員退職手当を増額します。

　※最低賃金の改定に伴い、各予算事業において臨時職員賃金の引き上げ
　　 を行います。

　　職員人件費

主　　な　　内　　容 補正額 担当課

○賦課徴収事務費

　個人住民税で特別徴収の簡易書留発送が不要になったため、郵便料を減
額します。
　法人市民税で確定申告により前年度納付済の中間納付分に多額の過納金
が発生したため還付金を増額します。

○財政管理事業

　震災復興特別交付税が重複算定となっていたため、返還金を計上します。

○財産管理事業

　収支調整分を財政調整基金へ積み立て、後年度の財政需要に備えます。

○広域行政推進事業

　須高行政事務組合の繰越金確定に伴い、議会費・総務費負担金を減額しま
す。

○文書管理事業

　裁断機が故障したため新たに購入します。

○女性未来館運営事業

　３月末での女性未来館廃止に伴い看板撤去や新たな室名プレートを作成し
ます。

７　みんなが主役のまちづくり　（行政経営）

主　　な　　内　　容 補正額 担当課
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322 健康づくり課

6,246 高齢者福祉課

1,831

△ 1,337

△ 2,094

△ 93

250

△ 11,359

△ 1,749

担当課

【収益的収入】人事異動に伴い児童手当負担金を増額します。

水道局
【収益的支出】人事異動に伴い人件費を精査します。
　　　　　　　　　企業債利息確定により精査します。

【資本的支出】人事異動に伴い人件費を精査します。
　　　　　　　　　企業債元金確定により精査します。

５　下水道事業会計

主　　な　　内　　容 補正額

担当課

【収益的収入】確定により消火栓維持管理負担金を増額します。
　　　　　　　　　人事異動に伴い児童手当負担金を増額します。

水道局

【収益的支出】人事異動に伴い人件費を精査します。
　　　　　　　　　企業債利息確定により精査します。

【資本的収入】確定により消火栓設置負担金を減額します。

【資本的支出】人事異動に伴い人件費を精査します。
　　　　　　　　　企業債元金確定により精査します。

４　水道事業会計

主　　な　　内　　容 補正額

補正額 担当課

　今後の見込みにより介護予防サービス計画給付費を増額します。
　在宅福祉介護者慰労金を一般会計から予算組替します。
　収支調整のため積立金を減額します。

３　介護保険特別会計

主　　な　　内　　容

担当課

  制度改正に伴い国保事業報告システムを改修します。
　人間ドック受診者の増により補助金を増額します。
　収支調整のため積立金を減額します。

２　国民健康保険特別会計

主　　な　　内　　容 補正額
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